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図小
平書
市

館立

久

文

下

庫

凡

例

一
、
本
書
は
、
小
平
市
立
図
書
館
久
下
文
庫
(
久
下
司
氏
旧
蔵
書
)
の
う

ち
、
和
漢
書
を
著
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
分
類
は
小
平
市
図
書
館
特
別
文
庫
分
類
表
(
日
本
十
進
分
類
法
新
訂

八
版
に
準
拠
し
、
一
部
改
変
)
に
よ
り
、
既
に
為
さ
れ
て
い
る
の
で
そ

れ
を
踏
襲
し
、
変
更
は
目
録
上
セ
ッ
ト
と
な
る
べ
き
も
の
等
ご
く
一
部

に
と
ど
め
た
。
上
段
に
は
整
理
番
号
(
画
架
番
号
代
替
)
を
附
し
た
。

一
、
書
名
に
又
と
あ
る
の
は
同
版
本
を
示
し
、
誤
解
を
生
じ
る
虞
の
な
い

場
合
、
中
段
の
記
載
は
省
略
し
て
前
と
異
な
る
箇
所
の
み
を
記
し
た
。

一
、
書
名
は
原
則
と
し
て
本
文
巻
頭
に
よ
っ
た
が
、
国
書
に
お
い
て
は
序

題
・
目
録
題
が
内
題
に
準
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
図
絵
類
や
明
治
以

後
の
鉛
印
本
・
影
印
本
に
は
内
題
の
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
は
所

手口

漢

目

S表

童日

大

沼

H青

日軍

謂
る
タ
イ
ト
ル
頁
や
表
紙
か
ら
書
名
を
と
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
書

名
の
記
さ
れ
て
い
る
部
分
や
何
処
の
書
名
で
あ
る
か
を
(
)
内
に
注

記
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
中
段
に
は
異
名
テ
ク
ス
ト
巻
数
著
編
者
刊
写
年
刊
写
者

注
記
等
を
記
し
た
。
校
訂
者
・
検
問
者
は
省
略
し
た
場
合
も
多
い
。

一
、
下
段
に
は
図
書
の
大
き
さ
冊
数
を
記
し
た
。

一
、
〔
〕
は
著
録
者
の
補
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
本
書
は
写
真
植
字
に
よ
る
印
刷
と
し
た
。
字
体
は
原
則
と
し
て
現
本

通
り
で
あ
る
が
、
製
版
上
の
制
約
か
ら
、
新
旧
体
の
類
似
字
・
別
体
字

等
現
本
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
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図小
平

書
市

館立

久

J必mじ、

記

下

か

し

ら

か

き

そ

う

ほ

き

ん

も

う

づ

ゐ

側
頭
書
増
補
訓
蒙
圃
柔

8001 

葉
刻
査
一
日
目

8002 

月
果
刻
世
一
回
目
外
集

8004 

新
撰
姓
氏
録
抄

出
一
小

教

才斤
仁ヨ

文学

庫

漢

S示

童
日

手口

目

初

編

清

顧

惰

文
政
一
年
刊
(
〔
官
板
〕
)

松
津
老
泉

丈
政
四
年
冬
序
刊
(
江
戸

慶
元
堂
和
泉
屋
庄
次
郎
)

(
醐
輔
訓
蒙
圏
最
大
成
)
一
二
巻
目
録
一
巻

重寛
政
一
年
四
月
蹴
刊
〔
後
印
〕
(
京

中
村
悌
粛
編

了
子
屋
庄
兵
衛
)

(
筆
書
類
従
巻
四
四
八
)
一
二
巻
〔
塙
〕
保
己
一
一
縮

工
l

下
河
遺
拾
水

中半

。
中

。
大

一一Lー・
/、

-448-



8005 

カ
ミ
ヨ
ノ
マ
サ
コ
ト

神
代
正
語

本
居

2
旦
長
〕

三
巻

寛
政
一
年
五
月
序
刊
(
名
古
屋

東
壁
堂
永
柴
屋
東
四
郎
)

8006 

古
史
惇

平
〔
回
〕
織
胤
・

存
巻
一
ー
一
一
・
一
八
ー
一
一
一
一

平
〔
回
〕
篤
胤
撰

延
胤
績
孜

刊
(
伊
吹
遁
屋
塾
戴
版
)

8007 

古
文
孝
経
標
註

(
題
築
)
漢
孔
安
園
惇
太
宰
春
豪
(
純
)
音
〔
片
〕
山
兼
山
(
世
瑞
)
標
注

寛
政
六
年
一
一
月
刊
(
〔
江
戸
〕
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
)
覆
明
和
九
年
一
月

序
刊
本

8008 

一
仰
左
繍

唐
陸

(
題
簸
)
春
秋
経
惇
集
解
三

O
巻
首
一
巻
附
左
繍

宋
林
尭
受
注

徳
明
音

清
祷
李
鵬
併
校
(
左
)
溝
李
欝
・
陸
浩
編

沼
允
斌
等
評

1馬
張

孫
等
校

貫
名
〔
海
屋
〕
(
直
)
補

嘉
永
七
年
二
月
刊
〔
修
〕
安
政
二
年
九
月
印

静
堂
裁
板
〈
大
坂

同
三
年
一
月
序
逓
修
(
須

河
内
屋
喜
兵
衛
等
三
都
二
二
捧
〉
)
覆
清
康
照
五
九

年
一

O
月
序
刊
本

8009 

大
盤主
~占

〔
章
句
〕

後
藤
〔
芝
山
〕
黙

(
轍
紅
大
事
)
宋
朱
裏
撰

刊
単
辺
有
界
九
行
一
六
字

大大大大大

一六
一ムハ
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8010 

中
庸

8011 

孟
子

8012 

孟
子

〔
章
句
〕

(
蜘
蹴
中
庸
)
宋
朱
菓
撰

刊
(
〔
江
戸
〕
千
鍾
房
)
単
辺
有
界
九
行
二

O
字

後
藤
〔
芝
山
〕
貼

〔
集
註
〕

道議T
呑正版

鈷孟
子

四
巻

巻

欠

版
心
作
四
巻
)
宋
朱
嘉
撰
〔
林
〕

享
保
一
四
年
一
月
刊
(
京

北
村
四
郎
兵
衛
)

〔
集
註
〕

存
巻
一
・
二

宋
朱
喜
一
撰

後
藤
点
ナ
ラ
ム

刊

単
辺
有
界
九
行
一
五
字

8013 

種
記
集
説

(
一
で
暗
記
集
註
)
一
二

O
巻
元
陳
満
撰
〔
松
永
〕
日
日
易
首
書

寛
文
四
年
九
月
刊
(
〔
京
〕
野
田
庄
右
衛
門
)

8014 

老
子
経

E
-
U
 

1
1
 

n
H
u
 

n
x
u
 

干
支
録

ニ
巻

干リ

木
活

葛
城
昇
粛
惇

瀧
津
玄
沖
録

寓
延
一
年
一
一
一
月
刊
(
明
治
〕
印
(
東
京

文
淵
堂
浅
倉
屋
久
兵
衛
)
絵

入

抜
第
二
了
欠

大大大大大

五

半



8016 

又

高
延
一
年
一
一
一
月
刊
(
江
戸

播
磨
屋
勝
五
郎
)

8017 

お
ん
な
ち
ゃ
う
ほ
う
き

女

重

賓

記

州
国
寸
木
子

存
巻

〔
元
禄
五
年
五
月
〕
刊

絵
入

8018 

神
明
混
同
談

植
松
次
親
録

二
巻

多
国
義
俊
口
授

賓
暦
五
年
一
月
刊
(
京

日
野
屋
輿
八
郎
等
三
臨
時
)

8019 

粛
院
渉
代
考

前
田
夏
蔭

文
政
七
年
九
月
写
(
自
筆
)
朱
墨
書
入
本

呈
本

夏
蔭
ヨ
リ
岡
本
保
孝
ヘ
ノ
贈

内
題
「
封
問
一
候
」
ト
ア
リ
シ
ヲ
抹
消
、
保
孝
ヨ
リ
ノ
問
ニ
応
エ

シ
モ
ノ
カ

文
政
七
年
甲
甲
九
月
重
陽
郎
前
田
夏
蔭
録
/
呈
岡
本
保
孝
君
坐
下

8020 

休
和
尚
法
語

〔
一
休
宗
純
〕

寛
文
六
年
一
月
刊
(
山
本
九
左
衛
門
)
覆
明
暦
二
年
三
月
刊
本

8021 

い
っ
き
う
が
い
こ
っ

一
休
骸
骨

一
休
宗
純

元
禄
五
年
九
月
刊

絵
入

覆
延
賓
三
年
九
月
刊
本
カ

大半大大

-451-
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8022 

休
水
か
ず

歴

8023 

勾
玉
考

8024 

古
事
記

8025 

又

8026 

古
事
記

8027 

調
停
日
本
書
紀

み
史

地

(
題
簸
)

正
保
四
年
六
月
刊
(
大
阪

覆
刻
次
ニ
匡
郭
ヲ
加
ウ

士
心

一一コ円
H

井
附
録

谷
川
士
清

安
永
三
年
一

O
月
序
刊

三
巻

太
安
高
侶

寛
永
一
二
年
四
月
刊
〔
後
印
〕
(
京

享 王Er
空百'
五訓
士古
。雪
月巴
刊二

長巻
坂

朱
墨
書
入
本

(
穣
日
本
紀
)
二
八
巻

刊
〔
後
印
〕
(
大
阪

土
佐
屋
喜
兵
衛
)
覆
寛
永
九
年
六
月
刊
本

前
川
茂
右
衛
門
)

太
安
高
侶
撰

長
瀬
真
幸
校

本
居
宜
長
訓

山
口
兵
助
・
京

河
南
儀
兵
衛
他
二
揮
)

ト
部
懐
賢
撰

卜
部
兼
永
貼

河
内
屋
和
助
)
明
暦
三
年
八
月
奥
付
流
用
本
ト
同
版

大半大大

A 
口

大大

。
A
斗
A



8028 

日
本
後
紀

偽
題
藤
原
緒
嗣
等
奉
勅
編

(
契
沖
校
合
本
)
二

O
巻

阿
波
園
文
庫
旧
蔵

写

8029 

日
本
紀
文
字
錯
乱
備
考

三
巻
大
閥
増
業

文
政
五
年
立
秋
前
二
日
駿
刊
(
黒
羽
藩
)

8030 

ヤ

マ

ト

ブ

ミ

日
本
書
紀

三
O
巻
舎
人
親
王
等
奉
勅
編

〔
江
戸
初
〕
刊
覆
慶
長
一
五
年
五
月
蹴
古
活
字
本

8031 

ヤ

マ

ト

ブ

ミ

日
本
書
紀

三
O
巻
舎
人
親
王
等
奉
勅
編

刊
〔
修
〕
〔
後
印
〕
(
大
阪
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
等
三
都
七
時
博
)
覆
同
前
刊

本

8032 

又

同
一
書
ヲ
八
0
=
二
(
五
冊
)
八
O
一
三
一
(
一

O
冊
)
ニ
分
ツ
、
今
合
ス

8033 

長
考
瀕
女
戸
u

Z
7
4
R
1
2
一ロ

伴
信
友

写

8034 

難
太
平
記

二
巻
今
川
(
源
)
貞
世
撰
力
石
忠
一
校

貞
事
三
年
六
月
刊
(
京
柳
枝
軒
茨
木
多
左
衛
門
)

大半大大中大

。一五一五

-453-



故
賓
叢
書

8035 

安
藤
雑
考

二
巻
伊
勢
貞
丈
撰
今
泉
定
介
校

明
治
三
三
年
二
一
月
刊
(
東
京
吉
川
半
七
)
鉛
印

8037 

冠
帽
園
舎

松
岡
辰
方
編
丹
治
行
義
校

明
治
三
二
年
二
一
月
刊
(
東
京
古
川
半
七
)
彩
色
刷
覆
天
保
二
年

六
月
蹴
刊
本

8039 

近
代
女
房
装
束
抄

〔
明
治
〕
刊
鉛
印
・
銅
版

8049 

神
祇
官
園
。
真
一
一
一
一
口
院
園
・
太
政
官
国
・
武
徳
殿
園
(
題
接
)

8056 

八
省
院
園

8061 

幽
一
足
楽
院
国

(
題
築
)

8050 

大
向
学
寮
園

(
題
築
)

8052 

内
裡
園

(
題
築
)
附
中
和
院

半ロハ叶
A
A
J
 

半

-454ー
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8041 

京
城
略
園

(
題
築
)

以
上
六
点
明
治
三
四
年
九
月
刊
(
東
京

弘
文
館
)
銅
版
彩
色
刷

8042 

尚
古
鎧
色
一
覧

本
間
百
里
編

川
崎
千
時
校

明
治
三
四
年
三
月
蹴
刊
(
東
京

二
巻

月
序
刊
本

8043 

又

8044 

又

8045 

又

8048 

織
文
園
舎

(
題
築
)
御
幸
部
二
編
・
狩
衣
・
女
官

本
間
百
里
編

林
縫
之
助
)
彩
色
刷

明
治
三
五
年
一
月
刊
(
東
京

月
l
文
政
八
年
六
月
駿
刊
本

8051 

大
内
裏
園
考
詮

林
縫
之
助
)
彩
色
刷

康
前
補

三
二
巻
首
一
巻
井
附
録
・
別
録
御
扉
風
之
巻
二
巻

井
野
遺
巌
水
等
校

明
治
三
四
年
一
一
月
ー
三
五
年
五
月
刊
(
東
京

覆
天
保
四
年
五

小
杉
祖
郁
校

覆
文
化
一
四
年

裏
松
光
世
撰

藤
原

吉
川
半
七
)
鉛
印

半半半半半半

四 舗四



8053 

帥
京
師
内
外
地
圏

森
謹
薦
(
幸
安
)

明
治
三
四
年
五
月
刊
(
東
京

林
縫
之
助
)
銅
版
彩
色
刷

8054 

中
昔
京
師
地
圏

森
幸
安

明
治
三
四
年
二
月
刊
(
東
京

林
縫
之
助
)
銅
版
彩
色
刷

8055 

女
官
装
束
着
用
次
第

彩
色
刷

〔
明
治
〕
刊

8057 

舞
楽
園

左
舞
井
右
舞
高
島
千
春
(
右
)
北
爪
有
郷

明
治
三
八
年
八
月
刊
(
東
京
古
川
半
七
)
彩
色
刷

一
月
序
刊
本

左
覆
文
政
六
年

8058 

舞
楽
園
説

井
補
遺
大
槻
如
電

明
治
三
八
年
八
月
〈
蹴
〉
刊

鉛
印

8059 

又

8060 

服
色
園
解

初
篇
井
後
篇
八
幡
百
里
編
井
闘
(
初
)
横
川
重
孝
画
小
杉
櫨
郁
校

明
治
三
五
年
三
月
刊
(
東
京
林
縫
之
助
)
彩
色
刷
覆
文
化
二
ニ
年
九

月
・
二
月
政
刊
本

大大半半大

告菌舗

-456-



8062 

輿
車
園
考

半

二
巻
松
平
定
信
撰
今
泉
定
介
校

明
治
三
三
年
五
月
刊
(
東
京
吉
川
半
七
)
鉛
印

8063 

同
附
園

折

小
杉
祖
郁
校

明
治
三
三
年
九
月
ー
一
一
一
月
刊
(
東
京

吉
川
半
七
)
彩
色
刷

8064 

鎧
着
用
次
第

広川・
4
ヲ

〔
伊
勢
〕
貞
丈

〔
明
治
〕
刊

彩
色
刷

鉛
印

8065 

櫨
服
着
用
園

大

小
杉
祖
郁
校

明
治
三
六
年
九
月
刊
(
東
京

吉
川
半
七
)
彩
色
刷

8066 

歴
世
服
飾
考

半

存
巻
二
冠
・
帽
・
頭
巾
田
中
向
房

〔
明
治
〕
刊
鉛
印
銅
版
彩
色
刷

8036 

飾
馬
考

半

存
巻
下
的
場
勝
美

嘉
永
一
年
夏
蹴
刊
〔
近
印
〕
(
京
都

芸
州
堂
)
彩
色
刷

8038 

禁
関
内
外
全
園

(
題
築
)

享
保
五
年
一
月
刊

天
保
八
年
二
月
修
(
〔
京
〕
清
水
谷
殿
戴
板
)

舗



8040 

軍
用
記

存
巻
三
・
五
伊
勢
貞
丈
撰

刊
(
琢
堂
裁
板
)
彩
色
刷

千
賀
春
城
補

8046 

装
束
闘
式

二
巻

元
禄
五
年
一

O
月
刊
(
京

出
雲
寺
和
泉
抜
)

8047 

又

〔
明
治
〕
印
(
京
都

文
求
書
堂
田
中
治
兵
衛
)

8067 

漢
書
評
林

一
O
O巻
首
一
巻
明
凌
稚
陵
編
桃
林
軒
玄
朴
鈷

明
暦
四
年
一
月
駿
刊
(
〔
京
〕
松
栢
堂
林
和
泉
抹
)
覆
明
高
層
一
一
年
春

序
刊
本

8068 

諸
葛
孔
明
惇

田
信
粛
(
寛
)
注

文
政
一

0
年
間
六
月
践
刊
(
建
標
堂
蔵
板
〈
江
戸

三
捧
〉
)

小
林
新
兵
衛
等
三
都

8069 

蕉
門
頭
陀
物
か
た
り

(
芭
蕉
翁
頭
陀
物
語
)
〔
建
部
〕
(
吸
露
庵
)
涼
袋

文
政
二
一
一
年
写
(
蒼
樹
亭
其
蝶
)

半半半大

五
O

大半

-458ー



8070 

前
王
廟
陵
記

8071 

新
編
武
戒
風
土
記
稿

8072 

姫
島
考

8073 

又

8074 

又

政

ム口、uy
E

. 

民

8075 

臓
原
紗

族

二
巻
松
下
見
林

元
誠
二
年
三
月
刊
(
大
坂

大

毛
利
回
庄
太
郎
)

存
巻
一
一
一
九
ー
一
=
二
新
座
郡
・
巻
二
四
六
l
二
五
五
秩
父
郡

〔
明
治
〕
刊
鉛
印

半

大
倉
重
威

天
保
三
年
七
月
序
刊
(
伊
吹
遁
屋
塾
戴
版
)
後
印
ナ
ラ
ム

大大

塾
刻
成
書
目
別
版

次
印
ナ
ラ
ム

大

刻
成
書
目
ナ
シ

初
印
ナ
ラ
ム

. 

社

A、
"A 

主主主.

守ー

河

T14
 

(
軒
職
原
紗
)
二
巻
井
補
遺
後
附

寛
文
二
年
一
月
刊

北
畠
親
房
撰

清
原
秀
賢
首
書

大

-459-

五



8076 

職
原
抄
開
室
田

8077 

令
義
解

8078 

れ
き
せ
い
ぢ
よ
さ
う
か
う

歴
世
女
装
考

8079 

若
狭
園
風
俗

8080 

精
校
海
園
兵
談

理

学

医

8081 

〔
殴
酉
範
提
綱
内
象
銅
版
闘
〕

主主主事

手

八
巻
(
巻
七
欠
)
林
春
薪
(
恕
)
講

延
賓
二
年
二
月
蹴
刊
〔
後
印
〕
(
京

輿
志
田
幸
益
録

銭
屋
儀
兵
荷
)

一
O
巻
清
原
夏
野
等
奉
勅
撰
〔
塙
〕
保
己
一
校

寛
政
二
一
年
一
一
一
月
蹴
刊
(
和
皐
講
談
所
蔵
板
〈
京

吉
田
四
郎
右
衛
門
〉
)

四
巻
岩
瀬
百
樹

弘
化
四
年
八
月
刊
〔
明
治
〕
印
(
京
〔
都
〕
津
逮
堂
大
谷
仁
兵
衛
)

橘
恒
久

近
写

一
O
巻
林
子
平
撰
安
積
〔
良
粛
〕
(
貞
)
校

安
政
三
年
七
月
刊
(
江
戸
松
柳
軒
裁
板
〈
江
戸

衛
〉
)
国
入

賓
集
堂
大
和
屋
喜
兵

自

炊

汁中・・・

ィ↓

nl

学

宇
田
川
榛
融
制
編

文
化
三
年
春
刊

亜
欧
堂
主
人
圏

大大大半大

。
者7

七四

-460-

五



8082 

又

産

業

80883 

皇
国
度
制
考

二
巻
附
本
朝
度
孜
排

宮
崎
大
門
等
校

年
一
月
蹴
刊
(
伊
吹
週
屋
塾
戴
版
)
姫
島
考
八

O
七
二
ト
同
書
目

平
〔
回
〕
篤
胤
撰

天
保

8084 

草
木
育
種

二
巻

文
化
一
五
年
刊
(
江
戸

衛
)
図
入 岩

崎
濯
園
(
常
正
)

8085 

こ
く
さ
ん
か
う

園
産
考

(
庚
盆
園
産
考
)
八
巻

千
鍾
房
須
原
屋
茂
兵
衛
・
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵

大
競
永
常

大
坂

天
保
一
五
年
一
月
〈
肢
〉
刊
〔
修
〕
〔
後
印
〕
(
佐
賀

伊
丹
屋
善
兵
衛
他
三
都
八
捧
)

紙
屋
惣
右
衛
門

8086 

又

〔
修
〕
〔
後
印
〕
(
大
阪

8087 

又

巻
三
補
配
合
綴

〔
修
〕
〔
後
印
〕
(
佐
賀

都
八
捧
)

河
内
屋
茂
兵
衛
)
此
方
ヤ
ヤ
刷
リ
早
イ
カ

紙
屋
惣
右
衛
門
・
大
坂

伊
丹
屋
善
兵
衛
他

折大大半半半

人

-461-

ノ1、七



古
都
百

fホ1

8088 

落
花
不
語

折

〔
加
藤
〕
千
浪
書

安
政
六
年
コ
一
月
写

8089 

(
小
野
鷲
堂
手
本
)

折

(
小
野
鷲
堂
〕
書

写

8090 

加
藤
千
蔭
書
帖

折

(
題
築
)
〔
加
藤
〕
千
蔭
書

寛
政
九
年
五
月
写

8091 

賜
研
堂
成
瀬
大
域
主
日
蹟

(
挿
入
紙
)
〔
成
瀬
〕
大
域
書

写

十斤

8092 

赤
壁
賦
@
後
赤
壁
賦
@
飲
中
八
億
歌

写

折

金
〔
井
〕
之
恭
書

8093 

墨
談

半

(
米
蓄
墨
談
)
一
一
一
巻
〔
市
河
〕
米
惹
撰
尾
惟
徳
等
校

文
化
九
年
一

O
月
刊
文
政
一

O
年
一
一
月
序
修

-462-

人



8094 

同
積
編

(
米
巷
墨
談
績
編
)
三
巻
〔
市
河
〕
米
巷
撰
〔
市
河
恭
粛
〕
(
三
千
)
録

文
政
一

O
年
二
一
月
刊
〔
明
治
〕
合
印
(
東
京
松
山
堂
藤
井
利
八
)

8095 

〔
顔
虞
卿
書
〕

唐顔虞卿書

拓
摺

制
唐
故
特
進
尚
書
右
僕
射
上
柱
園
虞
恭
公
温
公
碑
宋
欧
陽
詩
書

拓
摺

附
随
柱
園
左
光
禄
大
夫
和
義
明
公
皇
甫
府
君
之
碑
宋
欧
陽
詞
書

拓
摺
井
々
主
人
珍
戴
ト
ア
レ
ド
竹
添
氏
ニ
ハ
非
ザ
ル
ベ
シ

側
大
唐
故
米
夫
人
墓
誌
銘

唐安忠臣書

拓
摺

州
大
唐
西
京
千
福
寺
多
賓
悌
塔
感
麿
碑
文
唐
顔
真
卿
書

拓
摺

半折折戸片・
4
イ
-

-463-

折-折



8100 

鳴
公
郁
亭
碑
誌

(
題
築
)
清
王
毒
彰
書

清
故
武
功
持
軍
副
将
街
補
用
参
持
病
公
郁
亭
墓
道
碑
銘
(
民
圏
一

三
年
建
)
・
清
故
武
功
将
軍
先
考
鴻
公
聾
先
批
捗
太
夫
人
新
肝
表
(
長
男

書
者
無
記
名
)
・
清
故
武
功
将
軍
病
公
墓
志
銘
(
劉
春
案
書
)

拓
摺

基
道
撰

8101 

又

8102 

集
古
十
種

(
題
築
)
梁
器
之
部
〔
松
平
定
信
〕

近
刊

石
印

8103 

白
楽
天

(
題
議
)

近
刊

坊
瑳
成
本

8104 

か
く
せ
ん
づ
か
う

革
完
国
考

(
射
針
革
完
園
考
)
池
田
義
信

〔
弘
化
二
年
一
二
月
序
〕
刊
〔
修
〕
彩
色
刷

護
市
本

8105 

車
騎
要
因
各
製
作
排

五

巻

村

井

昌

弘

文
化
一

O
年
刊
(
江
戸

八
)
図
入

千
鍾
一
関
須
原
屋
茂
兵
荷
・
青
豪
閣
須
原
屋
伊

折折半大続特
大

(
折
擬
包
背
装
)

半

葉

装
)

-464-

五



仁コ

8106 

康
照
字
典

8107 

正
字
通

8108 

か
さ
し
抄

8109 

初
心
仮
名
遣

文

五
ロ

ココ
nH

一
一
一
集
井
徳
目
・
検
字
・
排
似
・
字
母
切
韻
要
法
(
等
韻
)
・
備
考
・
補

遺
清
凌
紹
受
等
奉
勅
撰

〔
清
〕
刊
覆
清
康
照
五
五
年
間
三
月
序
刊
本

一
二
集
井
線
目
・
十
二
字
頭
(
満
漢
)
・
字
曇
奮
本
首
巻

屡
丈
英
(
十
)
摩
論
磯
(
字
)
明
梅
暦
一
昨

〔
清
〕
刊

清
張
自
烈
・

三
巻

不
蓋
谷
〔
成
章
〕
撰

吉
川
彦
冨
・
山
口
高
端
録

明
和
四
年
二
月
序
刊

元
禄
四
年
八
月
刊
(
京

山
岡
市
兵
衛
)
牒
居
・
藤
井
百
樹
旧
蔵

且-4

ナ

8110 

唐
も
の
か
た
り

賀
茂
季
鷹
・
橘
千
蔭
校

文
化
六
年
三
月
刊
(
京

明
皐
堂
恵
比
須
屋
市
右
衛
門
)
横
井
千
秋
旧
蔵

唐
大

唐
大

半大

四
0 

-465-



8111 

伊
勢
物
語

〔
江
戸
初
〕
写

丈
久
二
年
八
月
製
本

8112 

伊
勢
物
語

(
題
築
)

〔
江
戸
前
期
〕
写

斐
紙

8113 

閥
疑
抄

五
巻
〔
細
川
〕
幽
粛
(
玄
旨
)

〔
寛
永
一
九
年
一
月
〕
刊
承
麿
二
年
二
一
月
印
(
瀧
庄
三
一
尚
昆
)

一
一
年
四
月
刊
本
覆
刻
次
ニ
匡
郭
ヲ
加
ウ

8114 

伊
勢
物
語
拾
穂
抄

五
巻
〔
北
村
季
吟
〕

刊
延
賓
八
年
八
月
印
(
藤
野
九
郎
兵
衛
)

8115 

〔
う
つ
ほ
物
語
〕

俊
蔭
巻

万
治
三
年
八
月
刊
(
京

九
二
丁

林
和
泉
橡
)
絵
入

8116 

源
氏
物
語
新
釈

存
柏
木
〔
賀
茂
虞
淵
〕

写

8117 

〔
舌
切
雀
〕

干リ

表
紙
欠

覆
寛
、
水

大大(続大大大大

葉

装

-466-



8118 

た
け
と
り
物
語

(
鳩
竹
と
り
物
語
)
二
巻

〔
正
保
三
年
〕
刊
〔
寛
文
三
年
八
月
修
〕
〔
後
印
〕
(
〔
京
〕
茨
城
多
左
衛
門
)

元
禄
五
年
二
月
印
本
ノ
後
印

8119 

又

存
巻
上

此
方
早
印
ナ
ラ
ム

8120 

竹
取
物
か
た
り
抄

入
江
昌
喜
補

(
題
築
)
小
山
伯
鳳
(
儀
)
撰

天
明
四
年
四
月
刊
(
大
阪

柳
原
喜
兵
衛
等
三
都
三
捧
)

-
E
E
i
 

nソ
U

4
B
E
i
 

A
M
U
 

大
和
物
語
之
抄

北
村
〔
季
吟
〕
(
拾
穂
)

六
巻

承
謄
二
年
五
月
刊
(
〔
京
〕
中
野
小
左
衛
門
)

8122 

う
ち
し
う
い
も
の
か
た
り

宇
治
拾
遺
物
語

一
五
巻
惣
目
録
一
巻

高
治
二
年
一

O
月
刊
(
京

林
和
泉
抜
)

8123 

今
昔
物
語

井
津
幡
龍
(
長
秀
)
校

(
考
訂
今
昔
物
語
)
倭
部
三

O
巻

源
隆
園
撰

享
保
五
年
五
月
序
l
同
一
八
年
一
月
刊
(
京

柳
枝
軒
茨
城
多
左
衛
門
)

絵
入

大大大大半

一ムハ

半

二一

O
同よ渦

/、

-467-



8124 

撰
集
抄

大

八
巻

写

8125 

承
久
記

大

芦蚕
初

干リ

覆
古
活
字
本

8126 

平
家
物
語

大

一
二
巻
井
瀧
頂
巻

写

8127 

明
徳
記

-468ー

三
巻

寛
永
九
年
一
二
月
刊

大

覆
古
活
字
本

8128 

釈
迦
の
本
地

二
巻

〔
寛
永
二

O
年
九
月
〕
刊

慶
安
一
年
一
一
月
印

大

8129 

す
み
よ
し
物
語

大

〔
江
戸
初
〕
刊

寛
永
九
年
一
二
月
印
(
〔
京
〕
中
野
道
也
)

8130 

天
狗
大
裏
物
語

二
巻

安
政
六
年
二
丹
写

大



8131 

備
鬼
軍

伝
一
休
〔
宗
純
〕
撰
井
画

文
政
六
年
八
月
蹴
刊
(
江
戸

高
笈
堂
英
平
吉
)
覆
元
禄
一

O
年
一
月
刊
本

8132 

ぶ
ん
し
ゃ
う
の
さ
う
し

二
巻

〔
江
戸
前
期
〕
刊
(
京

風
月
庄
左
衛
門
)
絵
入

覆
明
暦
四
年
九
月
刊
本

8133 

ぶ
ん
し
ゃ
う
物
語

存
巻
上

〔
寛
文
二
年
一
月
〕
刊

絵
入

8134 

因
果
物
語

(
糊
因
果
物
語
)
三
巻
〔
鈴
木
〕
正
三
撰
釈
義
雲
・
雲
歩
録

寛
文
一
年
八
月
序
刊
刊
記
削
去
カ
水
谷
不
倒
旧
蔵

8135 

う
す
ゆ
き
物
語

二
巻
(
有
欠
)

〔
延
宝
六
年
三
月
〕
刊
〔
修
〕
(
大
坂

兵
衛
)
絵
入

大
野
木
市
兵
衛
・
江
戸

8136 

可
笑
記

山
本
五
兵
衛
)
絵
入

五
巻
〔
如
偏
子
〕

高
治
二
年
一
月
刊
(
京

8137 

百
人
町
記

五
巻

承
謄
四
年
秋
序
刊

寛
文
四
年
五
月
印
本
ト
同
版

に
よ
ら
い
し

如
偏
子

須
原
茂

大大大大半半大

-469ー

五五



も

っ

と

も

の

さ

う

し

問
尤
之
双
紙

二
巻
〔
薪
藤
他
国
一
冗
〕

寛
永
一
一
年
六
月
刊
(
〔
京
〕
中
野
道
伴
)

8139 

薬
師
通
夜
物
語

(
題
簸
)

寛
永
二

O
年
二
月
刊
(
大
黒
)

8140 

せ

け

ん

む

す

こ

か

た

ぎ

世
間
子
息
気
質

五
巻
(
江
島
〕
其
積

正
徳
五
年
妹
序
刊
〔
後
印
〕
(
〔
大
坂
〕
ひ
し
ゃ
治
兵
衛
)
絵
入

8141 

う
き
ょ
た
う
ち
う
ひ
さ
く
り
げ

浮
世
道
中
膝
栗
毛

(
蹴
一
時
膝
栗
毛
)
護
端
一
巻
初
篇
一
巻
後
編
二
巻
コ
了
四
編
各
二
巻
五
編

二
巻
井
追
加
六
・
七
編
各
二
巻
八
編
コ
一
巻

十
返
舎
一
九

堂
)
絵
入

物
集
家
旧
蔵

享
和
二
年
一
月
序
!
文
化
一
一
年
一
月
序
刊
〔
修
〕
〔
明
治
〕
印
(
弥
ミ

8142 

て
く
だ
つ
め
も
の
し
ゃ
う
き
き
ぬ
ふ
る
ひ

子
支
告
毎
日
支
局
室

二
一
、
日
ト
ニ

4

日
月
守
占
タ
み
U
ス
ウ
宵
作
会
居

山
東
京
博

寛
政
三
年
鮮
凍
日
序
刊

絵
入

覆
刻

8143 

春
色
梅
児
輿
美

二
一
巻

為
永
春
水
(
狂
訓
亭
主
人
)
撰

柳
川
重
信
・
重
山
画

天
保
三
年
一
月
四
年
一
月
刊
(
江
戸

、
水
害
堂
西
村
輿
八
・
文
永
堂
大

鳥
屋
惇
右
エ
門
・
巻
七
以
下
文
永
堂
単
独
刊
カ
)
口
絵
彩
色
刷

大大大中

J¥ 

中

五

日

U

四



8144 

あ
ふ
む
が
へ
し
ぶ
ん
ぶ
の
ふ
た
み
ち

鶏
鵡
返
文
武
二
道

(
題
築
)
三
巻
存
巻
上
〔
懸
川
〕
春
町
撰
〔
北
尾
政
美
〕
画

っ
た
や
)

〔
寛
政
一
年
〕
刊
(
江
戸

8146 

ぶ
ん
ぶ
に
ど
う
ま
ん
ご
く
ど
を
し

文
武
二
道
万
石
通

(
題
築
)
三
巻
(
巻
上
・
巻
下
末
欠
)
〔
朋
誠
堂
喜
二
一
一
一
〕
撰
〔
喜
多
川
行

磨
〕
画

〔
天
明
八
年
〕
刊
(
江
戸

っ
た
や
)

8145 

は
ち
か
っ
き

(
版
心
)
存
巻
上
・
中

刊

8147 

ゑ
ほ
ん
ね
づ
み
の
よ
め
い
り

絵

本

胤

嫁

入

(
題
築
)

文
化
一
年
刊

表
紙
彩
色
刷

8148 

し
ら
ぬ
ひ
も
の
か
た
り

(
表
紙
)
初
|
六
O
編
各
二
巻
(
巻
八
下
欠
)
柳
下
亭
種
員
(
三
人
以
下
)

香
蝶
棲
豊
園
(
九
編
以
下
)
楳
蝶
棲
園
貞
(
三
八
以
下
)

柳
亭
種
彦
撰

恵
粛
芳
幾
重

嘉
永
二
年
ー
明
治
三
年
一
月
序
刊
(
江
戸
菊
害
堂
贋
岡
屋
幸
助
等
)
表

紙
口
絵
等
彩
色
刷
艶
墨
・
薄
墨
刷
一
五
編
ヨ
リ
柳
下
堂
合
梓
、
一
一
一
一

編
ヨ
リ
同
捧
単
独
刊
、
二
八
編
ヨ
リ
贋
問
屋
ノ
刊
行
カ

印
、
二
七
以
下
後
印
本

初
編
元
治
一
年

中中中中

五

中

合
一
七

-471-



8149 

比
奈
乃
都
大
内
謹

一
勇
粛
園
芳
・
孟
粛
芳
虎

柳
亭
種
彦
(
笠
亭
仙
果
)
撰

六
編
各
二
巻

書一安
政
六
年
i
元
治
一
年
六
月
序
刊
(
江
戸

彩

色

刷

艶

墨

刷

錦
昇
堂
笑
書
屋
庄
七
)
口
絵

8150 

酬
献
詠
歌
大
概
抄

六
巻
〔
三
保
西
実
枝
〕
(
一
一
一
光
院
内
府
)
講
細
川
幽
薪
(
玄
旨
)
録

寛
文
八
年
一

O
月
刊
(
〔
京
〕
風
月
庄
左
衛
門
)

8151 

悦
日
抄

(
版
心
)
〔
藤
原
〕
基
俊

正
保
一
二
年
五
月
刊

ハ
ソ
ム
“

w
l
nけ
V

4
1
1
 

nxu 

奥
儀
抄

(
清
輔
奥
儀
抄
)
三
巻
〔
藤
原
〕
清
輔

慶
安
五
年
五
月
刊
(
〔
京
〕
上
村
次
郎
右
衛
門
)

8153 

懐
紙
夜
鶴
抄
@
能
書
方
相
停
候
ミ
(
惇
書
懐
紙
式
)
源

Z

寛
政
七
年
一
月
写
(
〔
加
藤
〕
千
蔭
)
摸
天
明
八
年
二
月
源
予
祥
自
筆
本

朱
墨
両
筆

8154 

歌
林
良
材
集

ニ
巻

一
条
〔
兼
良
〕
(
成
恩
寺
殿
・
一
条
縄
閣
)

〔
江
戸
初
〕
刊
寛
永
二

O
年
五
月
修
(
匡
郭
加
刻
)
・
慶
安
四
年
八
月
印

本
ト
同
版

中大大大大大

-L. 
/、人

-472-



8155 

御
教
訓
十
五
箇
篠

文
政
九
年
夏
写
(
本
居
大
平
)

8156 

袖
中
抄

額
昭

〔
慶
安
四
年
七
月
〕
刊
〔
後
印
〕
(
京

套
文
舘
瀬
尾
源
兵
衛
)

二
O
巻

8157 

井吉
蛙ぁ
抄

六
巻
〔
頓
阿
〕

慶
安
一
年
九
月
刊
〔
後
印
〕
書
捧
名
削
去
カ

8158 

千
鳥
の
あ
と

金
花
堂
須
原
屋
佐
助
)

附
尾
中
臣
親
満

文
政
二
年
一

O
月
践
刊
(
江
戸

8159 

袋
草
紙

(
清
輔
袋
草
紙
)
四
巻
〔
藤
原
〕
清
輔

貞
享
二
年
二
月
刊
(
京
中
川
茂
兵
衛
・
中
川
弥
兵
衛
)
楓
園
旧
蔵

8160 

無
名
抄

(
長
明
無
名
抄
)
二
巻
鴨
長
明

〔
江
戸
初
〕
刊
〔
後
印
〕
(
大
坂

鹿
罵
献
可
堂
塩
屋
忠
兵
衛
)

8161 

八
雲
抄

六
巻
(
巻
三
下
・
巻
四
欠
)
〔
順
徳
院
〕

写
(
松
波
氏
等
)
毛
利
家
旧
蔵

大

。
大中大大大

巻

-473-

四



8162 

新
撰
寓
葉
集

(
白
幡
菅
家
寓
葉
集
)
二
巻

〔
一
冗
禄
九
年
三
月
〕
刊
同
一
二
年
三
月
〔
修
〕
(
大
坂

門
)
松
平
家
旧
蔵

8163 

高
葉
集
略
解

二
O
巻
目
録
二
巻
橘
千
蔭

〔
文
化
九
年
三
一
月
〕
刊
(
目
)
天
保
一
四
年
秋
序
刊

〔
明
治
〕
印
(
名
古
屋
、
水
築
屋
東
四
郎
)

8164 

高
葉
用
字
格

春
登

文
化
一
五
年
二
月
刊
〔
後
印
〕
(
江
戸

青
雲
堂
英
文
戴
)

8165 

古
今
集
問
書

(
題
第
)
井
節
分
秘
説
・
〔
易
占
〕
等
雑
抄

写

8166 

古
今
集
百
首

加
茂
〔
員
淵
〕
編

文
化
九
年
六
月
写
(
橘
千
年
)

8167 

古
今
和
歌
集

二
O
巻
紀
貫
之
等
奉
勅
撰

〔
江
戸
前
期
〕
写
斐
紙
版
本
系

保
武
多
伊
右
衛

安
政
三
年
九
月
修

大大大半大綴大

葉

A
斗
A

装
)



8168 

古
今
和
歌
集

二
O
巻
紀
貫
之
等
奉
勅
撰

〔
南
北
朝
前
期
〕
写
貞
麿
二
年
七
月
元
奥
書

無
擬
庵
(
今
泉
雄
作
)
旧
蔵

8169 

古
今
和
歌
集

二
O
巻

紀
貫
之
等
奉
勅
撰

〔
室
町
末
ー
江
戸
初
〕
写

元
奥
書
同
前

8170 

古
今
和
歌
集

二
O
巻

〔
室
町
〕
写

紀
貫
之
等
奉
勅
撰

元
奥
書
同
前
・
又
元
麿
一
年
九
月
稗
頓
阿
奥
書

8171 

古
今
和
歌
集

存
巻
二
一
〔
紀
貫
之
〕
等
奉
勅
撰

〔
南
北
朝
〕
写

8172 

古
今
和
歌
集

二
O
巻
紀
貫
之
等
奉
勅
撰

〔
江
戸
初
〕
写
貞
醸
二
年
七
月
元
奥
書

泥
芦
手
絵
等
)
斐
紙

8173 

古
今
和
歌
集

水
原
通
村
識
語

斐
紙

斐
紙

色
変
り
料
紙
(
雲
紙
・
金
銀

二
O
巻
〔
紀
貫
之
〕
等
奉
勅
撰

写
嘉
禄
二
年
四
月
元
奥
書
・
又
建
保
二
年
秋
定
家
奥
書

斐
紙

漢
文
序
ナ
シ

大綴綴大緩大大綴綴析

葉葉葉葉葉

装
)

装
)

装
)

装
)

巻装
)



8174 

古
今
和
歌
集

ニ
O
巻
紀
貫
之
等
奉
勅
撰

〔
江
戸
初
〕
刊
貞
雁
二
年
七
月
奥
書
本

8175 

古
今
和
歌
集
聞
書

序
・
春
ー
冬

写
文
亀
二
年
三
月
宗
祇
元
奥
書

酉
マ
テ
/
百
年
ニ
ヤ
」
ト
ア
リ

末
ニ
「
文
亀
二
壬
戊
ヨ
リ
慶
長
二
丁

8176 

古
今
和
歌
六
帖

六
巻

寛
文
九
年
春
刊
〔
修
〕
(
〔
京
〕
吉
田
四
郎
右
衛
門
)
朱
書
入
本

8177 

日
本
紀
和
歌
辱
註

(
厚
顔
抄
)
二
巻
古
事
記
和
歌
略
註
一
巻

写
(
寄
合
書
)
阿
波
踊
文
庫
旧
蔵

釈
契
沖
撰

加
茂
真
淵
標
注

8178 

宣
長
自
撰
歌
集

(
表
紙
)
〔
本
居
〕
宣
長

写

8179 

小
野
小
町
家
集

(
小
町
家
集
)
二
巻
小
野
小
町

〔
江
戸
前
期
〕
刊
絵
入

大大大大(
擬
包
背
装
)

中半

_L. 

/、五

-476-



8180 

嘉
喜
門
院
御
集

井
源
孝
範
集
・
常
縁
集
・
桂
林
集
嘉
喜
門
院
・
源
孝
範
・
〔
東
〕
常
縁
・

源
直
朝
(
桂
)
〔
三
候
西
〕
賓
技
編

近
写

8181 

源
三
位
頼
政
家
集

二
巻
源
頼
政

寛
文
一
年
一
一
一
月
刊
(
〔
京
〕
林
和
泉
抜
)

8182 

散
木
寄
歌
集

一O
巻
附
〔
散
木
集
注
〕
(
首
欠
)
〔
源
俊
頼
〕

写
契
沖
朱
書
・
麗
奄
青
書
移
写
本
西
荘
文
庫
(
小
津
桂
窓
)
旧
蔵

8183 

草
巷
和
歌
集

一O
巻
〔
頓
阿
〕

〔
承
鷹
二
年
間
六
月
〕
刊

武
村
三
良
兵
衛
)

寛
文
四
年
八
月
印
(
京

8184 

積
草
巷
和
歌
集

五
巻
〔
頓
阿
〕
(
尭
孝
)

同
前
合
印

8185 

草
根
部
類

春
二
巻
松
月
庵
正
徹

〔
江
戸
初
〕
写
斐
紙
一
部
墨
色
濃
淡
・
筆
ノ
太
細
ヲ
改
ム

8186 

慾
十
首
寄
合

七
五
番
建
仁
二
年
九
月
十
三
夜
水
無
瀬
殿
樟
阿
判

〔
江
戸
前
期
〕
写
十
人
十
五
題
色
変
り
料
紙

半半大大

-477-

大中中



8187 

百
人
一

首
師
説
抄

也
足
子
素
然
編

〔
江
戸
前
期
〕
写

幽
粛
抄

押
小
路
家
旧
蔵

朱
書
入
本

斐
紙

8188 

〔
桜
か
り
の
歌
〕

是
方
・
喜
一
品
・
春
忠

写

8189 

蹟
野
集

八
巻
員
外
一
巻
〔
山
本
〕
荷
号
編

元
禄
二
年
三
月
序
刊
(
後
印
〕
(
名
古
屋

永
築
屋
東
四
郎
)

8190 

ば
せ
を
の
句
集

(
題
第
)
〔
松
尾
〕
ば
せ
を

天
保
四
年
八
月
写
(
藤
岡
氏
)

8191 

〔
は
る
の
日
〕

井
冬
の
日
(
版
心
)
・
ひ
さ
こ
〔
山
本
〕
荷
号
編
(
ひ
)
〔
演
出
〕
弥
積
編

貞
享
三
年
八
月
肱
刊
(
冬
)
刊
(
ひ
)
元
禄
三
年
六
月
序
刊
〔
修
〕
〔
合

井
筒
屋
庄
兵
衛
)
俳
譜
七
部
集
之
一
版
心
改
ム

印
〕
(
京

8192 

ひ
さ
こ

(
題
築
)
〔
演
田
〕
弥
積
編

冗
禄
三
年
六
月
序
刊
(
京

井
筒
屋
庄
兵
衛
)

8193 

虚
栗
集

晋
其
角
編

天
和
二
一
年
五
月
蹴
刊

大半半半半半

止』
仁1

巻

-478-



8194 

績
虚
栗
集

〔
宝
井
〕
其
角
編

貞
享
四
年
一
一
月
刊
〔
後
印
〕
(
京

西
村
市
郎
右
衛
門
)
前
者
ト
合
印

8195 

万
葉
句
合

金
龍
散
人
苔
翁
等
編

収
月
・
人
塵
・
鶴
女
・
竹
丈
等

刊

8196 

奉
納
万
句
合

惣
連
七
千
余
峰
収
月

事
和
二
年
七
月
ー
文
化
一
一
年
六
月
刊

五
百
余
栓

願
主
収
月
・
催
、
王
文
巣

8197 

催
馬
梁
註
秘
抄

(
梁
塵
愚
案
紗
)
井
神
築
註
秘
抄
〔
一
一
候
兼
良
〕

写
朱
校
合
書
入
本
康
正
一
年
九
月
元
奥
書

8198 

和
漢
朗
詠
集

二
巻
〔
藤
原
公
任
〕

写
色
変
り
行
成
紙

8199 

倭
漢
朗
詠
集

二
巻
存
巻
上
〔
藤
原
公
任
〕

写
(
半
兵
衛
)
柴
野
栗
山
旧
蔵

8200 

園
姓
爺
合
戦

五
段
近
松
門
左
衛
門

刊
(
京
海
老
屋
伊
三
郎
)

七
千

綴大 半半半半折半

A 
ロ

え』
口

葉

-479-

装ー



8201 

土
土
本
昌
え
コ
求

I
A
i
J
A
1
、
、
/
仁
ハ
午
立

二
巻
桂
川
中
良

寛
政
二
一
年
五
月
刊
(
〔
江
戸
〕
桂
林
舎
蔵
版
)
絵
入

8202 

興
風
集

(
扉
)

刊
(
松
下
部
塾
蔵
版
)

8203 

還
魂
紙
料

二
巻
柳
亭
種
彦
編

〔
文
政
九
年
二
一
月
)
刊
〔
後
印
〕
(
江
戸

絵
入

岡
田
屋
嘉
七
等
三
都
七
時
時
)

8204 

清
少
納
言
枕
草
吊

(
題
築
)

慶
安
二
年
四
月
刊
(
京

津
田
庄
左
衛
門
)

8205 

ツ
レ
ハ
¥
グ
サ
シ
ヨ
せ
ウ
タ
イ
セ
イ

徒
然
草
諸
抄
大
成

存
一
一
一
巻
浅
香
山
井

〔
貞
享
五
年
五
月
〕
刊

8206 

徒
然
草
文
段
抄

七
巻
〔
北
村
〕
季
吟

寛
文
七
年
二
一
月
刊
〔
後
印
〕
金
一
回
津
名
削
去
カ

8207 

い
さ
よ
ひ
の
日
記

あ
ふ
つ
は
う

万
治
二
年
六
月
刊
(
京

林
和
泉
)
朱
者
一
回
入
本

大中大大大大大

七-

-480ー

戸七



8208 

十
六
夜
日
記
残
月
紗

(
題
築
)
高
田
輿
清
(
三
)
北
傑
時
郷

文
政
七
年
二
月
刊
(
京
出
雲
寺
文
次
郎
・
江
戸

都
四
捧
)

前
川
六
左
衛
門
等

8209 

土
佐
に
つ
記

〔
紀
貫
之
〕

〔
寛
永
二

O
年
一
月
〕
刊

秋
田
屋
平
左
衛
門
)

高
治
三
年
一
月
印
(
京

8210 

土
佐
日
記
講
録

(
題
築
)
堀
茂
足

安
政
一
ニ
年
一
・
二
月
写
(
自
筆
)

8211 

土
佐
日
記
抄

存
巻
下
〔
北
村
〕
(
拾
穂
軒
)
季
吟

寛
文
一
年
八
月
刊
(
〔
京
〕
中
野
小
左
衛
門
)

8212 

土
佐
日
記

〔注〕

近
写

8213 

土
佐
日
記
地
理
排

附
地
園
鹿
持
雅
澄
撰
松
本
弘
蔭
原
図
松
川
半
山
画

文
久
三
年
八
月
刊
(
大
阪
河
内
屋
吉
兵
衛
等
三
都
五
障
)

8214 

唐
詩
選
重
本

(
題
築
)
五
言
絶
句
五
巻
存
巻
一
・
二
・
五
石
峰
道
人
(
橘
貫
)

文
化
二
年
刊
(
江
戸
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
)
覆
天
明
八
年
二
一
月
序
刊
本

大大大大大(大大半

手口

-481-

綴
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8215 

向

芙
蓉
山
人

七
言
絶
句
五
巻

寛
政
二
年
一
月
刊
(
江
戸

嵩
山
一
層
小
林
新
兵
衛
)

8216 

同

五
一
一
一
一
口
律
・
五
言
排
律
・
七
言
律
共
五
巻
存
巻
三
・
五

寛
政
一
二
年
五
月
刊
(
間
前
)

8217 

同

七
言
絶
句
積
編
五
巻

紅
翠
粛
主
人

寛
政
五
年
刊
(
同
前
)

8218 

同

五
言
古
・
七
一
一
一
一
口
古
共
五
巻
存
巻
一
・
二
・
五

高
〔
井
〕
蘭
山
撰

先
生
輩

天
保
三
年
五
月
刊
(
同
前
)

8219 

同

七
言
律
五
巻
存
巻
四
・
五

天
保
七
年
九
月
刊
(
同
前
)

8220 

唐
詩
選
圏
字
解

林
一
冗
圭
録

嵩
山
房
)
覆
寛
政
三
年
六
月
刊
本

七
巻
(
巻
七
欠
)
服
〔
部
〕
南
郭
(
元
喬
)
撰

文
化
〔
一
一
年
六
月
〕
刊
(
江
戸

8221 

唐
詩
選
師
惇
講
調
停

(
唐
詩
選
講
糟
)
(
改
正
本
)
七
巻

千
葉
芸
期
間
(
玄
之
)
講

文
化
一

0
年
四
月
刊
(
江
戸

嵩
山
一
筋
小
林
新
兵
衛
)

翠
渓

小
林
高
英
録

半半半半半半半

五五

-482-

七



8222 

唐
詩
選
掌
故

七
巻
(
巻
七
欠
)
附
詩
人
世
次
爵
里
〔
千
〕
葉
芸
閤
(
玄
之
)

〔
寛
政
五
年
一
一
月
〕
刊
(
江
戸

嵩
山
房
)
覆
〔
明
和
一
年
一
二
月
序
〕

刊
〔
同
五
年
一
一
月
修
〕
本

前
田
家
尊
経
閤
旧
蔵

8223 

瓢
ふ
7

歌

〔
藤
田
〕
東
湖
(
彪
)

写
(
自
筆
)

8224 

幼
撃
詩
韻

成
徳
隣
・
槍
長
裕
編

文
政
四
年
一
月
刊
(
江
戸

八
)
覆
事
和
二
年
一
月
刊
本

千
鍾
房
須
原
屋
茂
兵
衛
・
青
葉
閤
須
原
屋
伊

8226 

同
績
編

林
襲
・
大
前
彬
編

天
保
五
年
刊
(
同
前
)
覆
文
化
一
一
年
三
月
刊
本

附
時
令
提
要

8225 

同
三
編

小
里
永
渓
(
景
儒
)
・
吉
田
霊
鳳
(
清
)
編
(
附
)
東
候

附
幼
事
詩
話

琴
牽
(
耕
)

安
政
五
年
刊
(
同
前
)
覆
天
保
二
二
年
一
月
刊
本

半折半半

-483-

半



あ

カf

き
C

と

小
平
市
立
図
書
館
久
下
文
庫
は
、
市
に
お
棲
ま
い
の
久
下
司
氏
の
旧
蔵

書
で
あ
る
。
氏
は
小
平
市
に
工
場
の
あ
っ
た
化
粧
品
会
社
黒
龍
堂
の
研
究

員
を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
本
文
庫
は
生
存
中
市
に
寄
託
、
昭
和

五
十
七
年
二
一
月
廿
五
日
か
ら
世
日
迄
「
江
戸
期
の
和
書
展
」
と
題
し
喜
平

図
書
館
で
展
観
、
展
示
目
録
が
作
ら
れ
、
翌
る
五
十
八
年
か
ら
五
十
九
年

に
か
け
「
久
下
文
摩
蔵
書
目
録

I
l
E
」
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ー
に
は

明
治
以
降
刊
行
の
洋
装
本
三
三
七

O
冊
、
雑
誌
二
一
二
八
タ
イ
ト
ル
三

O
一一

八
冊
が
、

E
に
は
そ
の
和
装
本
九
六
六
冊
、
雑
誌
一
六
タ
イ
ト
ル
五
七
冊

が
、
国
は
江
戸
期
以
前
の
図
書
と
そ
の
覆
製
本
を
主
と
し
た
る
二
二
六
点

九
二
二
冊
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
目
録
は
公
刊
さ
れ
て
い
た

も
の
の
個
人
蔵
書
で
あ
り
閲
覧
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
七
年
十
一

月
廿
一
日
久
下
司
氏
が
亡
く
な
り
、
御
遺
族
の
英
断
に
よ
り
蔵
書
は
寄
託

か
ら
寄
贈
に
き
り
か
え
ら
れ
た
。
前
記
目
録
は
巻
頭
に
主
要
書
の
写
真
も

備
わ
り
労
作
で
あ
る
が
、

い
か
ん
せ
ん
刷
部
数
が
少
く
世
に
知
ら
れ
る
こ

と
稀
で
あ
っ
た
。
ま
た
自
録
著
録
に
避
け
ら
れ
ぬ
幾
つ
か
の
難
が
見
ら
れ

る
。
か
つ
て
展
示
目
録
を
読
み
、
展
観
安
一
回
と
見
較
べ
幾
っ
か
気
づ
い
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
図
書
館
協
議
会
の
委
員
を
力
め
い
さ
さ
か
市
図
書
館
と

関
っ
て
い
る
身
と
し
て
、
せ
め
て
目
録
阻
所
収
分
だ
け
で
も
再
査
し
た
い

と
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
展
観
書
の
み
な
ら
ず
そ
の
全
貌
も
知
り
た
か
っ

た
。
山
田
勇
館
長
は
じ
め
蛭
田
慶
一
氏
等
古
文
書
担
当
の
方
々
の
御
協
力

を
得
、
再
録
の
機
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
幸
で
あ
っ
た
。

久
下
司
氏
、
明
治
世
五
年
埼
玉
狭
山
生
れ
、
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
、

同
大
学
院
で
東
亜
考
古
学
を
専
攻
、
修
了
後
昭
和
十
二
年
文
部
省
よ
り
中

華
民
国
に
派
遣
さ
れ
、
後
文
部
省
重
要
美
術
品
調
査
嘱
託
、
東
京
国
立
博

物
館
嘱
託
、
黒
龍
堂
研
究
所
員
、
日
本
大
学
講
師
、
二
松
学
金
口
大
学
教
授

を
歴
任
さ
れ
た
。
大
陸
と
日
本
を
繋
け
た
染
色
化
粧
文
化
の
研
究
に
そ
の

本
領
は
あ
り
、
作
物
に
「
綬
遠
文
化
遺
侭
図
録
」
「
武
蔵
野
の
紫
草
」
「
武

蔵
国
秩
父
郡
和
銅
の
遺
祉
」
「
大
陸
文
化
よ
り
見
た
る
古
都
大
和
の
史
跡
」

「
日
本
化
粧
史
考
」
「
大
陸
文
化
よ
り
見
た
る
日
本
上
代
文
化
発
達
史
の
研

究
」
「
も
の
と
人
間
の
文
化
史
・
化
粧
」
「
国
文
学
上
よ
り
見
た
る
詳
説
日

本
化
粧
文
化
史
の
研
究
」
「
万
葉
集
莫
審
円
隣
歌
の
試
読
と
紫
草
の
研
究
」

な
ど
が
存
す
る
。
本
目
録
所
収
分
は
戦
前
波
多
野
巌
松
堂
か
ら
の
購
入
が

多
い
。
田
中
敬
氏
の
名
著
「
粘
葉
考
」
は
版
元
の
巌
松
堂
波
多
野
重
太
郎

氏
が
有
力
な
顧
客
に
贈
呈
し
た
も
の
だ
が
、
久
下
氏
も
又
一
本
を
呈
さ
れ

て
い
る
。
以
て
そ
の
呪
懇
ぶ
り
が
窺
わ
れ
よ
う
。
拓
本
類
は
恐
く
現
地
で

-484-



調
達
さ
れ
た
も
の
が
多
か
ろ
う
。
但
し
文
庫
に
は
洋
装
本
を
除
け
ば
漢
籍

唐
本
は
殆
ど
存
し
な
い
。

本
文
庫
の
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、
第
一
に
古
今
和
歌
集
の
充
実
で
あ
る
。

和
歌
集
の
蒐
集
家
は
多
い
が
、
個
人
で
現
在
こ
れ
だ
け
の
古
今
集
コ
レ
ク

シ
ヨ
ン
を
為
す
の
は
容
易
で
あ
る
ま
い
。
室
町
以
前
に
湖
る
古
写
本
が
存

す
る
の
も
貴
重
で
あ
る
。
斯
道
文
庫
で
は
研
究
事
業
計
画
の
根
幹
の
一
で

あ
る
古
今
和
歌
集
諸
本
と
そ
の
注
釈
書
の
調
査
が
、
川
上
新
一
郎
・
佐
々

木
孝
浩
二
氏
を
中
心
に
文
部
省
科
学
研
究
費
の
補
助
を
得
、
進
め
ら
れ
て

お
り
、
本
日
所
収
の
主
要
書
に
つ
い
て
も
調
査
と
副
本
作
成
と
が
成
さ
れ

て
い
る
。
本
目
も
両
氏
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
写
本
の
時
代

判
定
等
に
小
異
の
存
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
個
々
人
の
体

系
で
あ
り
、
感
覚
で
あ
り
、
云
わ
ば
生
理
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
非
科

学
的
に
見
え
る
が
、
本
著
録
者
は
生
理
こ
そ
最
も
科
学
的
な
も
の
だ
と
い

う
立
場
を
と
る
の
で
、
夫
々
の
感
覚
を
生
か
し
無
理
に
改
め
る
こ
と
を
し

な
か
っ
た
。
本
日
記
載
の
責
任
は
最
終
著
録
者
で
あ
る
大
沼
に
あ
る
。
古

今
集
を
始
め
と
す
る
国
文
学
関
連
の
書
籍
に
つ
い
て
は
専
家
の
詳
細
な
紹

介
が
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
を
侠
ち
た
い
。
ま
た
漢
籍
は
拓

本
を
除
け
ば
少
い
な
が
ら
、
国
書
は
各
ジ
ャ
ン
ル
の
見
本
と
な
る
名
物
、

有
名
作
品
を
か
な
り
広
く
蒐
め
て
い
る
。

終
り
に
久
下
文
庫
本
か
ら
知
ら
れ
る
興
味
深
い
書
誌
学
上
の
現
象
を

つ
ほ
ど
拾
っ
て
お
こ
う
。
ど
ち
ら
も
江
戸
初
期
の
出
版
に
顕
わ
れ
る
特
徴

で
あ
る
。

一
は
無
匡
郭
か
ら
有
匡
郭
へ
と
い
う
現
象
で
、
本
日
脚
一
休
水
か
f

み・

側
関
疑
抄
・
脚
歌
林
良
材
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
前
二
者
は
何
れ
も
覆
刻

次
に
匡
郭
を
加
え
、
後
者
は
御
丁
寧
に
も
寛
永
二

O
年
の
増
刷
次
に
匡
郭

を
加
刻
し
て
い
る
。
江
戸
後
期
で
あ
れ
ば
傷
み
の
激
し
い
匡
郭
を
取
除
い

た
修
印
本
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
何
故
こ
う
し
た
現
象
が
起
き
る
の
か
。

恐
く
図
書
の
出
版
は
漢
籍
と
異
り
、
元
の
写
本
を
摸
刻
す
る
こ
と
か
ら
始
つ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
漢
籍
は
木
簡
・
竹
簡
の
一
片
が
界
と
な
り
、
そ
れ
を

踏
襲
し
た
刊
経
や
経
書
も
有
界
で
こ
そ
な
く
と
も
匡
郭
の
な
い
刊
本
は
珍

し
い
。
従
っ
て
写
本
さ
え
も
が
墨
で
引
い
た
烏
糸
欄
と
い
う
匡
郭
を
持
つ

の
が
普
通
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
に
中
世
の
粘
葉
装
の
刊
本
は
板
木
構
成

の
難
し
さ
か
ら
匡
郭
の
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
古
活
字
本
も
仮
名
の
も

の
に
は
無
医
郭
の
出
版
が
珍
し
く
な
い
。
こ
う
し
て
始
め
無
匡
郭
で
出
版

さ
れ
た
が
、
版
本
が
多
く
な
り
和
刻
漢
籍
等
の
出
版
が
増
え
る
と
版
式
と

い
う
も
の
が
定
着
し
、
段
々
と
刊
本
は
匡
郭
の
あ
る
も
の
と
い
う
意
識
が

定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
云
わ
ば
日
本
の
刊
本
は
写
本
を
追
い
、

中
国
の
写
本
は
刊
本
を
追
う
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
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る
よ
う
に
思
う
口

同
様
に
江
戸
初
期
の
刊
本
に
は
始
め
無
刊
記
で
出
版
さ
れ
、
後
刷
次
に

印
行
者
が
加
刻
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
本
目
録
で
云
え
ば
馴
釈
日
本
紀
・

制
職
原
抄
聞
書
・
仙
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
・
聞
す
み
よ
し
物
語
・
間
百
八
町

記
・
制
歌
林
良
材
集
・
附
無
名
抄
な
ど
が
そ
の
例
で
、
こ
れ
も
江
戸
中
・

後
期
で
あ
れ
ば
、
逆
に
始
め
か
ら
刊
行
者
が
刻
さ
れ
、
求
板
後
印
次
に
削

去
さ
れ
た
り
、
入
木
で
直
さ
れ
た
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
江
戸
初
期

は
未
だ
出
版
業
が
業
態
と
し
て
確
立
せ
ず
、
中
期
の
三
都
に
お
け
る
本
屋

仲
間
の
成
立
以
後
、
漸
く
見
返
や
奥
付
が
一
般
化
す
る
。
江
戸
初
前
期
の

-486-

刊
本
は
見
返
や
奥
付
は
な
く
、
本
屋
の
標
と
云
え
ば
刊
記
だ
け
で
あ
る
。

初
前
期
の
刊
本
に
見
返
や
奥
付
が
つ
い
て
い
る
場
合
、
殆
ど
が
中
期
以
降

の
後
刷
で
あ
る
。

一
概
に
無
匡
郭
・
無
刊
記
と
云
っ
て
も
時
代
に
よ
る
意

味
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
書
物
の
大
い
さ
も
又
同
じ
で
、
江
戸
後
期
の
大

本
は
江
戸
初
期
の
半
紙
本
を
一
廻
り
大
き
く
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。


